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 日清カップ第３３回小学生陸上競技交流大会福島県選考会／９日（日）福島市 

本校からは、会津地区予選会で上位入賞を果たした１４名の皆さんが出場し、        
ほとんどの皆さんが自己ベストを更新する素晴らしい成績を残しました。その中で
も、以下の人が上位入賞を果たしました。猛暑の中で全力を果たした１４名の皆さ
んに拍手を送りたいと思います。 

         ◆６年女子１00M  第２位 田中麻央さん（東日本小学生陸上交流大会へ） 
         ◆共通女子８０ＭＨ 第２位 山内那珠さん（東日本小学生陸上交流大会へ） 

         ◆   同     第４位 松澤菜々子さん 
         ◆走り高跳び    第５位 庄司礼翔さん  

       福島県吹奏楽コンクール会津支部大会／９日（日）喜多方プラザ 

 金賞受賞 （福島県吹奏楽コンクール県大会へ） 

       蒸し暑い体育館での連日の練習に耐え、一生懸命練習してきた子どもたちの思い 

が表れた素晴らしい演奏に会場から大きな拍手が沸き上がりました。 
 審査員の方からも、「音に力強さがあり迫力のある演奏でした。」「各楽器、よく吹
けていて感心しました。」「充実したサウンド、すごいですね。」「表現への前向きな
思いよく伝わりました。」との講評をいただきました。３０日（日）いわきアリオス
で行われる県大会に向け、さらに磨きをかけていきましょう。 
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ほおの木っ子 
発行責任者  校長  石田 秀喜 

「ハリネズミのジレンマ」 

―――― 「あるところに、２匹のハリネズミがいました。          

その日は、とても寒い日でしたので、２匹のハリネズミは互

いに寄り添い暖め合おうとしました。けれども、近づこうとす

ればするほど相手のハリが刺さり、がまんができません。でも、

離れていては寒くてしかたありません。２匹のハリネズミは、

くっついたり離れたり、それをくりかえしていました。」 

  
「あちらを立てればこちらが立たず。こちらを立てればあちらが立たず。」ということ

でしょうか。これは、子どもとのかかわりの中でも、しばしば感じることです。 
「勉強しろと言いたくはないけれど、言わないといつまでもやらない。」という話を耳に

することがあります。子どもの自主性を尊重したいという気持ちと、待っているだけでは

いつまでたってもやらないのではないかという気持ちで揺れ動いたりします。 

 私たちは、ともすると「○○か△△のどちらか」というように二者択一をしてしま

いがちです。よく考えるとどちらもそれなりに大事であることに気づきます。まもな

く夏休みになります。どう折り合いをつけ、どちらも大事にしていける方法を考えて

いきたいものです。 

―――― ハリネズミの後日談です。 

 悩んだあげく、２匹のハリネズミは、お互いのぬくもりを感じることができ、しか

も、針が刺さっても何とかがまんできる「ちょうどいい距離」を見つけたということ

です。 
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